茅ヶ崎クラブ視察報告書
平成22年2月28日

報告者：　岸　高明

視察日：平成22年1月25日　　

視察都市：　長崎県対馬市　　　　　　　　　　　　
視察目的：　１、公共交通について

２、国際交流事業及び外国人による不動産売買の長所と短所について
　　　
　　＜はじめに＞
対馬市は、晴れた日には韓国釜山が望める長崎県に属する日本で３番目に大きな国境の島。国境の島であり本土中央から遠く、歴史的にも現在においてもその国境の島という地理的条件が大きく影響く独自の立場で交易・行政運営を行っている。特に、首都圏の本市とは対照的で、等しく論ずる事は間違いである。
対馬へは博多からの空路と航路があるが、今回、長崎空港から２７人乗りのプロペラ機約３０分の機上で対馬空港に我々は降り立った。釜山航路もあり。人口37000、高齢化率26.2％と人口減少と高齢化が進行するまちは、今はシーズンオフであるから静かであった。市庁舎の会議室で説明を受けた。配布資料に、「対馬の活性化に向けて」「防人の島新法の制定について」｛対馬市と対馬市議会｝要望書があった。視察テーマの苦悩の底流が読みとれる要望書の一文を抜粋する。
～『島を守り活力をおこすこと』は『国を守ること』と考えながら、地域と共に島の振興を図っているところでございます。しかしながら、国境離島の現状といたしましては、地理的なハンディを抱え競争原理が働かない状況の中で、規制緩和等による公共交通料金の値上げや灯油価格の高騰等、民間や一地方自治体では解決できない課題が山積しており、このような状況では、島を守っていくことができません。国境離島では、島を守り国を守るために、わが国の最前線に立って隣国との誠信の交流や島に人が生き残るための方策として地域間交流等振興策を尽くしておりますが、国防や資源管理、燃油対策、漂着ゴミ問題など地域で解決することができない問題も少なくありません。国境離島の問題を一地方の問題と捉えることなく日本全土の問題として捉え、国境の島を守り活力を与えることは国土を守っていくことに通じるとの観点から国境離島地域の問題解決地域振興に向けた新法の制定を強く望むものです。～
＜公共交通について＞
人口減少や燃料価格高騰の状況下で、航路利用者が減少している。道路特定財源を航路に利用する計画があるとの事。航路運賃の福祉・教育割引を社会実験として実施。島外と行き来は町の活性化の死活問題である。
南北82Km、東西18Kmの細長い島には、軽自動車が圧倒的に多い。定期バス利用者は、この１０年で３割程度に落ち込んだ。バス事業が赤字分を長年補填して来たが打ち切られた。スクールバスや自家用有償旅客運送、デマンド型乗合タクシーなどを実施や社会実験を行っている。解決策を模索している様子である。
＜国際交流事業及び外国人による不動産倍版の長所と短所について
国境の島という対馬独自の歴史・自然・文化などの観光資源がありTV等でも取りあげられるアリラン祭り、チング音楽祭、国際マラソンなど韓国とのイベントが開催されている。近年、韓国からの集客が増加していたが、昨年は韓国ウオン安から韓国人観光客が激減したとのこと。地理的に韓国・釜山と対馬と壱岐を結んだ観光ブロックを提案していたが、興味深く楽しみなルートと期待した。地理的・歴史的な独自の世界が広がりそうである。関東地方から飛行機を載りついてでも行きたい地域になりそうだと私は勝手に想像した。

地理的歴史的用件から元々韓国人の人が他市より多く、あくまで国境の島という現状認識下にまちづくりを進めているようである。不動産の取得に対しては、韓国人が購入した土地の面積は、全島面積に対する比率は極めて少なく、問題にされるのは買った場所であるとの認識であった。
固定資産税の徴収については、納税管理人を定めるなどで滞納等の問題は発生していないとのこと。担当から、北海道のニセコ町でもオーストラリア人が土地を購入している、同じ事であると意見があった。確かに地理的条件を除く不動産取得と地域の生き残り戦略という点では相手国が違うが同じである。国境の島という問題については要望書のように国民全体として取組む問題である。
以前、マナーなど韓国流がトラブルとなり韓国人お断りの店など問題が発生した。その後、韓国人への注意と日本側の対応が適切となり問題は出なくなったとのこと。

近代化された大都市の釜山などが対馬のライバルであろう。対馬を国際観光都市として一層発展させるためには、社会資本が不十分でホテルや食事の観光施設や案内・社会資本などの大幅な充実が必要と感じた。
＜その他＞

絶景が望める烏帽子岳という名の場所がある。茅ヶ崎には烏帽子岩がある。これも何かの縁である。















